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ス
マ
ホ
で
視
聴

　で
き
ま
す
▼

三
み

浦
うら

　 千
ち

尋
ひろ

議員

自
治
体
広
報
の
取
組
は

広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
積
極
的
に
発
信

町　長

 

問 　
町
内
外
へ
の
広
報
・
Ｐ
Ｒ
は

予
算
に
見
合
う
成
果
を
示
す
鏡
で
あ

る
と
考
え
る
。
現
在
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

 

町
長 　
秘
書
広
報
室
で
は
各
課
・

局
が
行
う
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
や
媒
体
を
通
じ
、
常

に
積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
て
い

る
。

 

問 　
広
報
の
到
達
度
・
成
果
の
ト

レ
ー
ス
は
重
要
と
考
え
る
が
。

 

町
長 　
現
在
、
町
の
公
式
ラ
イ
ン

の
登
録
者
は
５
８
０
０
名
で
、
年
間

３
３
０
通
を
発
信
し
て
い
る
。
特
に

子
育
て
世
帯
向
け
の
記
事
の
閲
覧
が

多
い
。
今
後
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
利
便
性
の
高
い
も
の
へ
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
一
層
の
情
報
発
信
に
努
め

る
。

 

問 　
新
富
ス
マ
ー
ト
IC
利
用
促
進

広
報
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

 
町
長 　
令
和
８
年
度
の
完
成
に
向

け
、
関
係
機
関
で
あ
る
西
日
本
高
速

道
路
、
県
、
本
町
に
お
い
て
協
議
を

行
い
、
広
報
の
手
法
や
内
容
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
る
。

 

問 　
本
計
画
は
周
辺
情
勢
の
変
化

を
踏
ま
え
、
新
た
な
次
元
を
迎
え
た

と
認
識
し
て
い
る
。
住
民
説
明
会
で

は
、
従
来
の
未
解
決
案
件
に
加
え
、

新
た
な
課
題
が
噴
出
し
て
お
り
、
住

民
に
寄
り
添
う
べ
き
と
考
え
る
が
、

国
か
ら
の
回
答
時
期
は
示
さ
れ
て
い

る
か
。

 

町
長 　
防
衛
省
か
ら
は
、
前
向
き

な
姿
勢
を
示
し
、
二
度
目
の
説
明
会

実
施
の
意
向
を
確
認
し
て
い
る
。
訓

練
開
始
前
の
で
き
る
限
り
早
い
時
期

に
、
詳
細
な
説
明
を
実
施
す
る
よ
う

要
請
し
て
い
る
。

 

問 　
苦
情
相
談
窓
口
の
設
置
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

 

町
長 　
九
州
防
衛
局
と
の
覚
書
の

検
証
を
行
っ
て
お
り
、
宮
崎
防
衛
事

務
所
の
本
町
へ
の
移
転
を
要
望
し
て

い
る
。
町
の
実
情
を
踏
ま
え
、
実
現

で
き
る
よ
う
引
き
続
き
要
望
し
て
い

く
。

 

問 　
日
米
地
位
協
定
第
二
条
第
四

項
Ａ
の
準
用
検
討
と
要
請
に
つ
い
て

伺
う
。

 

町
長 　
本
件
は
、
米
軍
が
一
時
的

に
使
用
し
て
い
な
い
施
設
や
区
域
に

つ
い
て
、
日
本
政
府
が
臨
時
に
使
用

で
き
る
が
、
米
軍
の
正
規
の
使
用
目

的
に
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
が
条
件

で
、
合
同
委
員
会
を
通
じ
て
日
米
両

政
府
の
合
意
が
必
要
と
あ
る
。
現
在
、

馬
毛
島
の
施
設
整
備
遅
延
に
よ
り
、

新
田
原
基
地
へ
の
代
替
訓
練
等
が
著

し
く
増
大
し
て
い
る
。
町
民
へ
の
負

担
軽
減
を
図
る
べ
く
、
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。

 

問 　
新
た
な
防
音
対
策
が
必
要
と

考
え
る
が
。

 

町
長 　
現
在
よ
り
も
良
い
条
件
整

備
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
交
渉
を
進

め
て
い
く
。

Ｆ
35
Ｂ
配
備
に
関
す
る
住
民

対
応
は

新
た
な
防
音
対
策
は

一
般
質
問

町内の旬な情報を発信

急げ!
安全と騒音対策!!

※イメージ図
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ス
マ
ホ
で
視
聴

　で
き
ま
す
▼

今
いま

村
むら

　 行
ゆき

信
のぶ

議員

新
田
原
基
地
で
の
町
民
を
対
象

に
し
た
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
が
必
要

な
い
か

国
へ
早
期
に
実
施
す
る
よ

う
要
望
し
て
い
る

町　長

 

問 　
Ｆ
35
Ｂ
の
騒
音
体
感
を
望
む

町
民
の
声
が
多
か
っ
た
が
、
必
要
で

は
な
い
か
。

 

町
長 　
今
年
５
月
４
日
に
米
軍
岩

国
基
地
に
お
い
て
、
Ｆ
35
Ｂ
の
垂
直

着
陸
時
の
ホ
バ
リ
ン
グ
音
を
体
感
し
、

新
田
原
基
地
で
の
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
を

実
施
す
る
重
要
性
を
認
識
し
た
。
そ

の
た
め
、
町
民
に
も
新
田
原
基
地
で

騒
音
を
体
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

国
に
対
し
て
早
期
実
施
を
要
望
し
て

い
る
。

 

問 　
Ｆ
35
Ｂ
の
配
備
は
い
つ
頃
に

な
る
の
か
。

 

町
長 　
配
備
時
期
に
つ
い
て
具
体

的
な
説
明
は
受
け
て
い
な
い
た
め
、

情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
。

 

問 　
住
民
説
明
会
で
あ
っ
た
質
問

等
に
つ
い
て
町
長
の
認
識
は
。

 

町
長 　
町
民
か
ら
、
夜
間
訓
練
や

激
増
す
る
騒
音
問
題
へ
の
不
満
、
住

宅
防
音
工
事
の
基
準
見
直
し
な
ど
多

く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
本

町
は
、
町
内
全
域
が
１
種
区
域
に
入

る
、
全
国
で
も
稀
な
航
空
機
騒
音
が

激
し
い
町
で
あ
る
。
国
防
の
た
め
と

は
い
え
騒
音
が
増
え
る
今
回
の
件
に

つ
い
て
、
防
音
対
策
や
負
担
軽
減
を

求
め
、
国
に
働
き
か
け
て
い
る
。
引

き
続
き
強
い
信
念
を
持
っ
て
交
渉
し

て
い
く
。

 

問 　
町
内
で
の
住
民
説
明
会
を
終

え
て
、
国
の
対
応
や
町
の
対
応
策
に

つ
い
て
は
。

 

町
長 　
町
民
か
ら
の
意
見
を
受
け
、

国
は
「
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、

き
ち
ん
と
検
討
し
ま
す
」
と
の
考
え

を
示
し
て
い
る
。
改
め
て
説
明
の
場

を
設
け
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
る
。

今
後
も
町
民
の
安
全
・
安
心
な
住
環

境
の
確
保
と
快
適
な
生
活
が
で
き
る

町
づ
く
り
に
全
力
で
努
め
る
。

 

問 　
基
地
内
の
井
戸
３
か
所
の
暫

定
目
標
値
超
過
が
確
認
さ
れ
た
後
の

基
地
の
対
応
は
。

 

町
長 　
新
田
原
基
地
か
ら
の
報
告

に
よ
る
と
、
３
か
所
の
井
戸
全
て
で

町
水
道
へ
の
切
り
替
え
が
完
了
し
、

現
在
は
井
戸
水
を
使
用
し
て
い
な
い
。

 

問 　
今
回
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
暫
定
目
標

値
超
過
に
関
す
る
情
報
提
供
後
の
県

お
よ
び
町
の
対
応
は
。

 

町
長 　
高
鍋
保
健
所
と
町
が
協
力

し
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
出
さ
れ
た
基
地

内
の
井
戸
か
ら
概
ね
半
径
５
０
０
メ

ー
ト
ル
以
内
に
存
在
す
る
井
戸
の
利

用
者
に
対
し
、
安
全
の
た
め
に
井
戸

水
の
飲
用
を
控
え
、
町
水
道
水
な
ど

を
飲
み
水
と
し
て
利
用
す
る
よ
う
勧

め
て
い
る
。
県
は
、
当
該
範
囲
の
井

戸
お
よ
び
河
川
な
ど
を
対
象
に
調
査

地
点
を
選
定
し
、
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。

一
般
質
問 井

戸
水
に
お
け
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

の
対
応
に
つ
い
て

※イメージ図

住民の不満はピークに!

納得のいく説明を求める

継続的な調査を求める
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６
月
定
例
会
報
告

令和７年６月定例会報告
議案第２６号令和７年新富町一般会計補正予算（第３回）

暮らしと農業を支える支援事業
2億5,243万9千円増額し、総額152億2,653万5千円

農業・畜産業対策

物価高騰対策

作業機械の導入支援
生産拡大、効率化を目的とした機械導入費を支援。

2,000万円

農業者への支援金
燃料価格上昇などで厳しさを増す農業者に、経営継続を支援する
ための支援金。

1,605万円

小麦農家の病害対策支援
赤カビ病対策に取り組む農家への予防活動費を支援。

546万6千円

鳥獣被害防止資材の整備
野生動物による農作物被害を防ぐための資材購入
を支援。

150万円

酪農経営のコスト支援
乳用後継牛の預託料の一部を助成し、酪農家を支援。

241万円

畜産業者への支援金
原油価格の高騰に直面する畜産業者に対し、
経済的負担を軽減するための支援金。

650万円

定額減税補足給付金　
令和6年分の税情報を基に、
定額減税しきれなかった方への給付金。

1,420万5千円

子ども食堂等への支援金　
物価高の影響を受ける地域の子ども食堂や
居場所に対しての支援金。

35万円



11 新富町議会だより

定
例
会
・
臨
時
会
報
告

令和７年５月臨時会報告
令和7年度の一般会計補正予算（第2回）

令和6年度の特別会計補正予算

システム改修・人件費調整を中心とした補正予算

料金収入の増を活用しつつ、安定した給水体制確保のための投資を強化

3,783万8千円を増額し、総額は149億7,409万6千円に

会　　計　　名 増減額 補正後総額 説　　　明

国民健康保険特別会計 795万4千円増 20億9,171万5千円
人件費調整のほか、子ども子育て支援金制度
（国保賦課）システム改修費を計上。保険税算
定に基づき基金を活用。

介護保険特別会計（保
険事業勘定） 153万6千円減 17億1,495万9千円

職員人事異動による人件費調整に加え、会計年
度職員分を追加、歳入では一般会計繰入金を減
額調整。

後期高齢者医療特別会
計 121万7千円増 5億1,398万1千円

人件費・時間外手当を増額。子ども子育て支援
金制度（後期高齢）システム改修費を計上。歳
入に国庫補助金等を計上。

介護保険特別会計（介
護サービス事業勘定） 388万6千円増 1,055万5千円 会計年度任用職員の人件費を新たに計上し、財

源として一般会計からの繰入金を増額。

区　分 増減額 補正後総額 説　　　明

収益的収入 2,707万3千円増 3億4,396万1千円 航空自衛隊新田原基地の水道使用量増加による
料金収入の増加。

収益的支出 1,223万6千円増 3億2,420万7千円 職員異動による給与等の調整と、水道会計シス
テム改修委託料(経営統合対応)。

資本的支出 2,597万5千円増 1億2,051万5千円 浄水場1号送水ポンプの故障に伴う更新工事費
等を計上。

特別会計補正予算

水道事業会計補正予算

主な取り組み事業
・�企業版ふるさと納税マッチング支援業務委託費
・新田学園前広場（仮称）の整備事業に係る用地購入費
・三納代地区の農業用排水路整備費

医療や介護に関連する予算が一部減額されましたが、事業実績を踏まえた調整で
あり、必要な部分では基金の積立や繰入で安定運営が保たれています。

三納代地区農業用排水路整備事業



百足塚古墳出土品展示現地調査：

第４４回しんとみレガッタ　今年も参戦！！

基地対策特別委員会からのお知らせ
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議
案
審
議
結
果

番　号 件　名 結　果
議案第４１号 令和7年度　新富町一般会計補正予算 可決 全員
議案第４２号 工事請負契約の締結について (令和7年度再編関連訓練移転等交付金事業 富田浜公園整備工事) 可決 全員
報告第　８号 専決処分の報告について (損害賠償の額を定め和解することについて) ー ー
報告第　９号 専決処分の報告について (損害賠償の額を定め和解することについて) ー ー

番　号 件　名 結　果
議案第２５号 令和７年度　新富町一般会計補正予算 可決 全員
承認第　２号 専決処分の承認を求めることについて  (令和６年度 新富町一般会計補正予算) 承認 全員
承認第　３号 専決処分の承認を求めることについて(令和６年度 新富町国民健康保険特別会計補

正予算) 承認 全員

承認第　４号 専決処分の承認を求めることについて (令和６年度 新富町介護保険特別会計(保険事
業勘定)補正予算) 承認 全員

承認第　５号 専決処分の承認を求めることについて  (令和６年度 新富町後期高齢者医療特別会計
補正予算) 承認 全員

承認第　６号 専決処分の承認を求めることについて (令和６年度 新富町介護保険特別会計(介護サ
ービス事業勘定)補正予算) 承認 全員

承認第　７号 専決処分の承認を求めることについて(新富町税条例の一部を改正する条例) 承認 全員
承認第　８号 専決処分の承認を求めることについて(令和７年度 新富町一般会計補正予算) 承認 全員
報告第　３号 専決処分の報告について (令和６年度 準用河川五反田川災害復旧対策工事請負変更

契約の締結について) ー ー
同意案第１号 教育委員会委員の任命について 同意 全員
同意案第２号 監査委員の選任について 同意 全員

番　号 件　名 結　果
議案第２６号 令和７年度　新富町一般会計補正予算 可決 全員
議案第２７号 令和７年度　新富町国民健康保険特別会計補正予算 可決 全員
議案第２８号 令和７年度　新富町介護保険特別会計(保険事業勘定)補正予算 可決 全員
議案第２９号 令和７年度　新富町後期高齢者医療特別会計補正予算 可決 全員
議案第３０号 令和７年度　新富町介護保険特別会計(介護サービス事業勘定)補正予算 可決 全員
議案第３１号 令和７年度　新富町水道事業会計補正予算 可決 全員
議案第３２号 一ツ瀬川営農飲雑用水広域水道企業団規約の変更について 可決 全員
議案第３３号 水道事業の統合に伴う関係条例の整理に関する条例 可決 全員
議案第３４号 工事請負契約の締結について (令和７年度 新富町文化会館天井他改修工事 (１工区)) 可決 全員
議案第３５号 工事請負契約の締結について (令和７年度 新富町文化会館天井他改修工事 (２工区)) 可決 全員
議案第３６号 工事請負契約の締結について (令和７年度 特定防衛施設周辺整備調整交付金事業(基

金)新富町文化会館照明器具取替工事(１工区)) 可決 全員

議案第３７号 物品売買契約の締結について (令和７年度 特定防衛施設周辺整備調整交付金事業 小
型動力ポンプ積載車更新) 可決 全員

議案第３８号 物品売買契約の締結について (令和７年度 新富町小中学校校務用ＰＣ購入) 可決 全員
議案第３９号 字の区域の変更について(県営経営体育成基盤整備事業　大和地区芝原・宮ケ平南換

地区) 可決 全員
議案第４０号 字の区域の変更について(県営経営体育成基盤整備事業　大和地区大和池下换地区) 可決 全員
報告第　４号 専決処分の報告について (損害賠償の額を定め和解することについて) ー ー
報告第　５号 令和６年度　新富町継続費繰越計算書について(新富町一般会計) ー ー
報告第　６号 令和６年度　新富町繰越明許費繰越計算書について(新富町一般会計) ー ー
報告第　７号 令和６年度　新富町事故繰越し繰越計算書について(新富町一般会計) ー ー

令和7年6月定例会　議案等の審議結果

令和7年７月臨時会　議案等の審議結果

令和7年５月臨時会　議案等の審議結果

令和７年７月臨時会報告



百足塚古墳出土品展示現地調査：

第４４回しんとみレガッタ　今年も参戦！！

基地対策特別委員会からのお知らせ

13 新富町議会だより

現
地
調
査

　人物や動物埴輪がここまで復元できたのは、県内では百足
塚古墳だけで、このような埴輪が60個体も見つかってい
る。これだけの数と豊富な種類の形象埴輪は西日本では有数
の規模をほこる。
　これらの出土埴輪の復元に向けてガバメントクラウドファ
ンディングを開始している。

漕ぎ手は若返ったはずだが…無念の惨敗😩
目標の2分台には遠く及ばず😩

　６月23・24日に熊本防衛支局と
九州防衛局を訪問し、町民の安心・
安全のための環境整備の要望を伝え
ました。
　７月にも関係省庁に働きかけを行
う予定です。詳しくは次号（第128
号）でお知らせします。



宮
崎
県
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富
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■
発
行
責
任
者
／
新
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町
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会
議
長　
阿
萬
誠
郎　
　
　
　
　
　
　
■
印
刷
／
ふ
く
し
げ
印
刷

宣誓！宣誓！

私たち
富田っ

子は、
支えて

くれた
人

私たち
富田っ

子は、
支えて

くれた
人

たちへ
の感謝

を胸に
、仲間

と協力
し

たちへ
の感謝

を胸に
、仲間

と協力
し

て最後
まで堂

々と戦
い、最

高の思
い

て最後
まで堂

々と戦
い、最

高の思
い

出を作
ること

を誓い
ます。

出を作
ること

を誓い
ます。

宣誓
！

宣誓
！

われ
われ
選手
一同
は、
「百
歩前
進新
し

われ
われ
選手
一同
は、
「百
歩前
進新
し

い自
分に
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」と
いう
スロ
ーガ
ンの
も

い自
分に
挑戦
」と
いう
スロ
ーガ
ンの
も

と、
仲間
と共
に最
高の
体育
大会
を創
り

と、
仲間
と共
に最
高の
体育
大会
を創
り

あげ
ます
。ふ
るさ
と新
富の
地を
愛し
、

あげ
ます
。ふ
るさ
と新
富の
地を
愛し
、

支え
てく
ださ
る皆
様に
感謝
し、
全力
で

支え
てく
ださ
る皆
様に
感謝
し、
全力
で

競技
する
こと
を誓
いま
す！

競技
する
こと
を誓
いま
す！

　
今
回
の
備
蓄
米
を
め
ぐ
る
騒

動
は
、
あ
ら
た
め
て
「
米
」
が

私
た
ち
の
主
食
と
し
て
果
た
す

重
要
な
役
割
と
、
そ
の
価
格
の

変
動
が
社
会
経
済
の
安
定
に
直

結
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ

る
出
来
事
で
し
た
。
こ
れ
を
契

機
に
、
米
政
策
の
見
直
し
や
農

業
の
振
興
、
そ
し
て
気
候
変
動

対
策
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る

必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
農
業
の
ま
ち
で
あ
る
本
町
で

は
、
町
内
の
田
ん
ぼ
に
お
い
て

早
期
水
稲
の
稲
穂
が
出
そ
ろ
い
、

７
月
下
旬
に
は
新
米
の
収
穫
が

始
ま
る
予
定
で
す
。
台
風
な
ど

の
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
豊
作
と
な
り
、
農
家

の
収
入
が
安
定
し
、
か
つ
適
正

な
価
格
で
流
通
す
る
こ
と
を
心

よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。ゆ

き
の
ぶ

議
会
広
報
特
別
委
員
会

連
絡
先　
議
会
事
務
局
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